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近年、私たちの様々な社会経済活動により、地球温暖化をはじめとする環境問題が

ますます深刻化しています。阪神水道企業団も用水供給事業を行うなかで、多くのエ

ネルギーを消費するなど、環境に影響を与えています。そのため企業団では、これま

で環境保全のための様々な取り組みを行ってきました。 

そうした環境保全のための取り組みにかかるコストと効果を具体的に把握し、平成 

１８年度決算分より環境会計を公表しています。 

 

 

    

 

環境保全のための取り組みに対して、どれだけのコストを投入し、その結果どれだ

けの効果があったかを明らかにするものです。  

 

環境会計環境会計環境会計環境会計のののの概念的枠組概念的枠組概念的枠組概念的枠組    

環境省　「環境会計ガイドライン2005年版」より

財務

パフォーマンス

      環境保全

      コスト

環境保全対策

に伴う

 　経済効果

環境保全

効果

環境

パフォーマンス

環境保全のためのコストと

その活動により得られた効果を

認識し、可能な限り定量的に

測定し伝達する仕組み

環境会計環境会計環境会計環境会計

                     

    

    

環境保全のための取り組みにかかるコストと効果を明らかにすることにより、環境

問題にかかる職員の意識を向上させるとともに、利用者の皆様への説明責任を果たす

ことを目的としています。 

 

 

 

 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

２２２２．．．．環境会計環境会計環境会計環境会計とはとはとはとは    

３３３３．．．．環境会計作成環境会計作成環境会計作成環境会計作成のののの目的目的目的目的    
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企業団では、水源である淀川から原水を取水し、構成４市及び利用者の皆様に安全な水

道用水をお届けする過程で、多くのエネルギー等を消費するとともに、二酸化炭素（CO2）

などの温室効果ガスを排出することで環境に影響を与えています。 

 

主主主主なななな物質物質物質物質のののの流流流流れれれれ※※※※    

原水原水原水原水（（（（取水取水取水取水））））

２７４，０３９，０００㎥

浄化薬品浄化薬品浄化薬品浄化薬品
　消毒剤　     　　　　4,048ｔ
　凝集剤　　　     　  8,407ｔ
　ｐＨ調整剤　　　     2,753ｔ
　酸素　　　　　　　　　　485ｔ
　粒状活性炭　　　　 1,264ｔ

発生物発生物発生物発生物
浄水発生土　 9,338ｔ
粒状活性炭　 1,218㎥
   全量再利用しています。

水道用水水道用水水道用水水道用水

２７０，２７７，９７０㎥

　　　　　　　　　　　　　　　　導水導水導水導水
淀川から原水を
取水し浄水場に
送っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　浄水処理浄水処理浄水処理浄水処理
凝集沈澱、オゾン処
理、活性炭処理、ろ過
等の処理を行っていま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　送水送水送水送水
浄水処理された
水を構成４市に
送っています。

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー
   電力　　  　　　　　170,907,118 kWh
   都市ガス　　　　　   1,586,460 ㎥
　 Ａ重油　　   　　　　　 　　2,581 ℓ
　 ガソリン（燃料費）       15,019 ℓ

温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス（（（（COCOCOCO２２２２））））

　電力使用による排出     60,672ｔ-CO2
　都市ｶﾞｽなどの使用に
　よる排出　 　　　　　         3,541ｔ-CO2
　自動車使用による排出　     40t-CO2

※環境保全の取り組み後の数値 

 

 

 

 

環境負荷を軽減するため、様々な取り組みを行っています。 

 

１１１１））））回転数制御型回転数制御型回転数制御型回転数制御型ポンプポンプポンプポンプのののの採用採用採用採用             

 

使用している電力量のうち、８０％程度が導水、送水および配水のためのポンプ設備

の使用量です。そのため、ポンプの回転数を適切に制御することにより、大きな電力削

減効果が得られます。 

ポンプ設備の取り替え時には、必要な送水量の増減に応じポンプの回転数を増減でき

る回転数制御装置を備えたポンプを積極的に採用することにより、使用電力量の大幅な

削減が可能となりました。 

 

４４４４．．．．環境環境環境環境へのへのへのへの影響影響影響影響    

５５５５．．．．環境保全環境保全環境保全環境保全のためののためののためののための取取取取りりりり組組組組みみみみ    
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２２２２））））オゾンオゾンオゾンオゾン注入注入注入注入のののの自動制御化自動制御化自動制御化自動制御化             

 

浄水施設で使用している電力量においては、オゾン処理施設が最も大きな割合を占め

ています。 

オゾン処理の導入当初、浄水の中に含まれるオゾン濃度を手分析で測定し、そのつど

手動によりオゾン注入量の設定を行っていました。 

その後、企業団自らも携わって信頼性の高い計器を開発し、浄水の中に含まれるオゾ

ン濃度の自動連続測定とフィードバックによるオゾン注入量の自動制御を実現しました。

これにより、使用電力量の大幅な削減が可能となりました。 

 

３３３３））））浄水発生土浄水発生土浄水発生土浄水発生土およびおよびおよびおよび粒状粒状粒状粒状活性炭活性炭活性炭活性炭のののの再資源化再資源化再資源化再資源化             

 

浄水場における浄水処理過程で発生する浄水発生土のすべてを、園芸用土原料やグラ

ンド用土、セメント原料として再資源化しています。 

また、高度浄水処理のために使用した粒状活性炭も、すべて園芸用土原料として再資

源化し、有効利用を図っています。 

 

４４４４））））そそそそ    のののの    他他他他                

 

① ガスコージェネレーションシステム 

コージェネレーションシステムとは、燃料を用いエンジンやタービンなどを運転し

て発電を行うとともに、その際に発生した熱エネルギーを給湯や冷暖房などに利用す

るシステムのことです。 

尼崎浄水場では、ガスを燃料としてエンジン発電機を運転することにより、必要電

力の４分の１を場内で発電しています。これによってエネルギー源の二重化が図られ、

災害等により停電が発生した場合においても、最重要設備への電力供給が可能となっ

ています。 

また、エンジン発電機の運転により発生する熱エネルギーを用いて、蒸気や温水を

生成し、これらを浄水場内における排水処理の能力向上や機器の冷却、建物の空調な

どに利用することで省エネルギー化を図っています。 

 

② 太陽光発電設備 

平成１３年４月に稼働した尼崎浄水場に、発電出力２６kWの太陽光発電設備を導入

し、使用電力量の削減を図っています。さらに平成１９年４月完成の甲山調整池にお

いても、発電出力２０kWの太陽光発電設備を導入しました。 
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１１１１））））対対対対    象象象象    範範範範    囲囲囲囲                ・・・ 平成２１年度 阪神水道企業団 水道事業会計決算（税抜額）

です。 

 

２２２２））））取取取取りりりり組組組組みみみみ内容内容内容内容        ・・・ 主要な環境保全（環境負荷低減）のための取り組み項目を、

環境省「環境会計ガイドライン２００５年版」に基づき性質

別に分類して記載しました。 

 

３３３３））））環境保全環境保全環境保全環境保全コストコストコストコスト    ・・・ 平成２１年度決算における、環境保全を目的とした費用（水

道事業費用。資産の減価償却費および修繕費を含みます。）お

よび投資（資本的支出における償却資産の取得額）の金額を

記載しました。 

 

４４４４））））経経経経    済済済済    効効効効    果果果果            ・・・ 平成２１年度決算において、環境保全のための取り組みの結

果、取り組まなかった場合に比べ、実現された収益および節

減された費用の金額を記載しました。 

 

５５５５））））環境保全効果環境保全効果環境保全効果環境保全効果        ・・・ 平成２１年度決算において、環境保全のための取り組みの結

果、取り組まなかった場合に比べ、低減されたエネルギーお

よび各種資源の使用量や、二酸化炭素（ＣＯ２）、窒素酸化物

（ＮＯｘ）、硫黄酸化物（ＳＯｘ）等の発生量などを記載しま

した。

６６６６．．．．環境会計環境会計環境会計環境会計のののの内容内容内容内容    



 

 - 5 - 

６６６６））））用語用語用語用語のののの説明説明説明説明             

 

環境負荷    人間の活動が環境に与える負担のことです。環境基本法では、

「人の活動により環境に加えられる影響であって、環境の保全

上の支障の原因となるおそれのあるもの」と定義されています。 

具体的な例として、エネルギーの消費、水の利用、大気中へ

のガス放出、水質汚染、廃棄物、騒音などが挙げられます。 

 

二酸化炭素（ＣＯ２） 石油、天然ガス、木材等の炭素分を含む燃料を燃やすことに

より発生するガスです。大気中の濃度は約 0.04％と微量ですが、

温室効果を持ち、地球の気温を保つ役割を果たしてきました。 

 しかし、産業革命以後、化石燃料の燃焼量増大や、吸収源で

ある森林の減少などによって、大気中の濃度が年々増加してお

り、それが地球温暖化の最大の原因とされています。 

 

窒素酸化物（ＮＯｘ） 工場の煙や自動車の排気ガスなどに含まれる一酸化窒素や、

それが大気中で紫外線などにより酸素やオゾンなどと反応、酸

化してできる二酸化窒素等、窒素の酸化物の総称です。光化学

スモッグや酸性雨の原因となります。 

 

硫黄酸化物（ＳＯｘ） 二酸化硫黄、三酸化硫黄等、硫黄の酸化物の総称で、石油や

石炭などの化石燃料が燃焼するときに排出されます。大気汚染

や酸性雨などの原因となります。 
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７７７７））））二酸化炭素等二酸化炭素等二酸化炭素等二酸化炭素等のののの量量量量のののの算出算出算出算出にににに使用使用使用使用したしたしたした係数係数係数係数        

 

電 気 関西電力公表の平成２０年度の排出係数（１kWhの電気を使用することによ

り、間接的に排出される二酸化炭素の量。0.355 kg-CO2／kWh）等を使用しま

した。 

 

燃 料 平成２１年度分「兵庫県特定物質排出抑制措置結果報告書」において定めら

れた排出係数（１Nm3の燃料を使用することにより、排出される二酸化炭素の

量。都市ガス 2.2455 kg-CO2／Nm3）等を使用しました。 

 

※Nm3（ノルマル立方メートル）…0℃・1気圧の状態における気体の体積を表す単位 

 

植 栽 樹木による吸収量については、林野庁ホームページ「森林の機能」記載数値

を、草地による吸収量については、日本植物生理学会ホームページ「草類の二

酸化炭素の吸収量について」記載数値を使用しました。 

 

 

 

 

 

１１１１））））環境保全環境保全環境保全環境保全コストコストコストコストおよびおよびおよびおよび経済効果経済効果経済効果経済効果     

 

平成２１年度において、環境保全のための取り組みに要した費用は３６３，４１９ 

千円でした。 

また、環境保全のための取り組みに伴い発生した経済効果は、実現された収益が 

１２，８９３千円、節減された費用が４８５，５６２千円、合計で４９８，４５５千円 

でした。 

 

２２２２））））投入投入投入投入するするするする資源資源資源資源のののの削減削減削減削減     

 

平成２１年度において、環境保全のための取り組みにより削減されたエネルギーおよび

各種資源の量は、次の表のとおりです。 

 

 

 

７７７７．．．．環境会計環境会計環境会計環境会計のののの集計結果集計結果集計結果集計結果    
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削減した電気の総量約５２，８８３千ｋWh は、一般家庭約１万５千世帯が１年間に使

用する電力の量に相当します。（電気事業連合会ホームページ「日本の電力消費」記載数

値に基づき換算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３））））発生発生発生発生するするするする環境負荷環境負荷環境負荷環境負荷のののの削減削減削減削減     

 

平成２１年度において、環境保全のための取り組みにより削減された二酸化炭素、窒

素酸化物、硫黄酸化物等の量は、次の表のとおりです。 

削減した二酸化炭素の総量１６，４３２t-CO2 は、森林約１，３００ｈａ（甲子園球

場約３００個分の広さ）が１年間に吸収する二酸化炭素の量に相当します。（林野庁ホー

ムページ「森林の機能」記載数値等に基づき換算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 種  別

エネルギー 電　気 52,882,769 ｋWh

都市ガス △ 1,060,901 Nm3

各種資源 合　材 1,051 ｔ

上質紙 6 ｔ

数  量

区  分 種  別

各種ガス 二酸化炭素（ＣＯ２） 16,432 t-CO2

窒素酸化物（ＮＯｘ） 2,403 ｋｇ

硫黄酸化物（ＳＯｘ） 1,534 ｋｇ

発 生 物 浄水発生土 9,338 t

活性炭 1,218 ｍ3

古   紙 4 t

数  量
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４４４４））））環境会計集計表環境会計集計表環境会計集計表環境会計集計表        

    

(千円) (千円)

費用
節減 電気 種別 数量(t) ＣＯ２ ＮＯｘ ＳＯｘ 種別

（ｋWh) 種別 (t-CO2) （ｋｇ） （ｋｇ）

１）公害を防止するためのコスト
水冷式ポンプ採用による運転音の低減 9,702 市街地における騒音公害の防止

２）地球環境を保全するためのコスト
回転数制御型ポンプの採用による省電力化 234,577 356,112 45,095,610 16,008.9 2,074.4 1,307.8

△ 373.5
(注1)

オゾン注入の自動制御による省電力化 349 15,524 1,988,338 705.9 91.5 57.7
太陽光発電設備の設置および施設電源へ
の利用

3,051 414 36,523 13.0 1.7 1.1

本庁舎における省エネルギーの推進 1,408 46,558 都市ガス 9,050 Nm
3 36.9 2.4 1.4

浄水発生土の再資源化 62,620 11,039 84,971 浄水発生土 9,338 t

粒状活性炭の再資源化 1,827 活性炭 1,218 m
3

古紙売却（再資源化） 27 古紙 4 ｔ

再生紙（コピー用紙、印刷物等）の使用 上質紙 6
立木約120本分のパルプに相当
（注2）

浄水場等の植栽管理 12,475 40.5
景観の保全、ヒートアイランド現象
の抑制

㈶琵琶湖・淀川水質保全機構への参画 （注3）
同機構において、琵琶湖・淀川流
域の水環境保全のため、調査、実
験、研究等の各種事業を実施

浄水発生土 9,338 t

古紙 4 ｔ

233.2 165.8 省エネルギー率約8.1%26,916 5,715,740 都市ガス △ 1,069,951

数量

環境保全コスト 経済効果

投入する資源の削減 発生する環境負荷の削減

環境保全効果

１．水道事業を行うことによって生じる環境負荷を
抑制するためのコスト（事業エリア内コスト）

３）発生物の量を抑制したり、資源を再利用する
ためのコスト（資源循環コスト）

ガスコージェネレーションシステムの導入 40,645

３．環境負荷の抑制に間接的に貢献する取り組み
のためのコスト（管理活動コスト）

２．水道事業を行うための物品等を調達する際に
おける、環境負荷を抑制するためのコスト（上・下
流コスト）

再生材（合材）の使用 217 合材 1,051

Nm
3合　　　　計 363,419 0 12,893 485,562 52,882,769 都市ガス △ 1,060,901

数量

Nm
3

収益 その他の効果等
取り組み内容

費用額 投資額
燃料

各種資源 各種ガス 発生物エネルギー

活性炭 1,218 m
3

合材 1,051

上質紙 6
1,533.816,431.7 2,403.2

(注 1) 電気の使用量の削減に伴う二酸化炭素の削減量については、P.6 に記載している全電源の排出係数（１ｋＷｈの電気を使用することにより、間接的に排出される二酸化炭素の量）0.355 kg-CO2／kWh を用いて算出しました。一方、 「電気の使用量の 

減少分は、主に火力発電の運転で調整されているため、それに伴う二酸化炭素の減少量を計算する際には、全電源の排出係数ではなく、火力発電の排出係数 0.689 kg-CO2／kWh を用いるのが適当である。」という考え方もあります。この考え方に基づ

いて計算すると、二酸化炭素の発生量は、逆に約 1,536 t-CO2 減少したという結果になります。 

(注 2) 「ごみの話」（旧厚生省 平成１２年４月）記載数値に基づき換算しました。 

(注 3) 企業団では、同機構の設立にあたり平成５、６年度に合わせて約 7,000 万円を出資するとともに、評議員として同機構の琵琶湖・淀川流域における水環境保全のための各種事業に参画しています。 
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【電力使用量の削減量及び CO2排出量の削減量】 

平成２１年度の電力使用量の削減量は、平成２０年度と比べおよそ８．３％減の 

約５２，８８３千 kWh、同じく CO2排出量の削減量は、およそ１３．２％減の 

１６，４３２t-CO2 となっています。これは主に、管路更生工事に伴う断水対策によりポ

ンプの運転に要する電力使用量が増加したためです。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境保全コストと環境保全対策に伴う経済効果】 

環境保全の取り組みに要した費用は、平成２０年度と比べおよそ０．４％減の 

３６３，４１９千円、また経済効果は、およそ７．６％減の４９８，４５５千円となりま

した。経済効果の減少は、電力使用量の削減量及び CO2排出量の削減量と同様にポンプの

運転に要する電力使用量の増加によるものです。 

        

８８８８．．．．環境保全環境保全環境保全環境保全のためののためののためののための取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの推移推移推移推移 

電力使用量の削減量及びCO2排出量の削減量

18,975 16,848 18,924 16,432

58,871 56,321 57,641
52,883
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CO2排出量算出使用係数

環境保全コストと経済効果
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企業団では、平成１４年に「地球温暖化対策実行計画」を策定し、平成１４年度から平

成１８年度までの５年間に、CO2排出量を対平成１３年度（６５，５６０t-CO2）比で２％

以上削減することを目標とし、省エネルギー型ポンプの導入や電力消費量を抑制するポン

プ運転操作等の様々な取り組みや電力の CO2排出係数の低下により、平成１８年度の CO2

排出量は、対平成１３年度比でおよそ３％の削減となる６３，６１８t-CO2となりました。 

その後、企業団の CO2排出量に大きな影響を与える電力使用量は、主要管路の更新工事

に伴う断水対策（ポンプに負荷をかけた運転）を行ったことにより増加しており、電力使

用量等に排出係数を乗じて算出する CO2排出量も同様の傾向となっています。現在施工し

ている工事の完了により電力使用量は以前の水準に回復する見込みですが、今後も老朽管

路更新工事などの施設整備による影響は避けることができません。 

平成２２年度に第５期拡張事業が完成し、企業団は本格的な施設維持更新の時代を迎え

ることとなります。こうした中で、今後も省エネルギーに考慮した施設整備や運転管理な

どを行うことにより、CO2排出量抑制に取り組んでいきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９９９９．．．．電力使用量及電力使用量及電力使用量及電力使用量及びびびびＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出量排出量排出量排出量のののの推移推移推移推移 

※CO2排出量は、電力使用量等に排出係数（前ページ参照）を乗じて算出しています。 
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